
1989年出上の木簡

滋
賀
・筑
摩
佃
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
坂
田
郡
米
原
町
朝
妻
筑
摩

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
七
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
米
原
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井
　
均

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
包
蔵
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衝
出
土
遺
構
の
概
要

筑
摩
佃
遺
跡
は
、
天
野
川
の
南
岸
平
野
部
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
周
辺
は

旧
近
江
国
坂
田
郡
朝
妻
郷
に
属
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遺
跡
の
東
側
に
は

天
野
川
の
旧
自
然
堤
防
上
に
上

多
良
、
中
多
良
、
下
多
良
の
集

落
が
立
地
し
て
い
る
。
遺
跡
の

地
日
は
水
田
で
、
現
地
表
面
の

標
高
は
八
七

・
五
ｎ
前
後
を
測

る
。
さ
ら
に
遺
跡
の
西
方
約

一

血
に
は
琵
琶
湖
が
望
ま
れ
る
。

筑
摩
佃
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、

日
道
八
号
線
バ
イ
パ
ス
の
建
設

に
伴
う
も
の
で
、
米
原
町
教
育
委
員
会
が

一
九
八
九
年
度
に
実
施
し
た
も
の
で

あ

る

。
調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
中
期
の
自
然
流
路
や
土
坑
、
弥
生
時
代
中
期
の
人

工
的
な
大
溝
や
土
坑
群
等
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
遺
構
面
の

上
層
に
多
量
の
遺
物
を
含
む
包
含
層
が
二
層
堆
積
し
て
い
た
。
上
層
の
包
含
層

は
現
地
表
面
下

一
ｍ
付
近
に
四
〇
釦
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
お
り
、
土
質
は
琵
琶

湖
周
辺
の
遺
跡
に
多
く
認
め
ら
れ
る
植
物
の
腐
蝕
土

（い
わ
ゅ
る
ス
ク
モ
層
）
で
、

包
含
さ
れ
て
い
た
遺
物
は
縄
文
時
代
早
期
か
ら
奈
良
時
代
に
至
る
も
の
で
あ

っ

た
。
下
層
の
包
含
層
は
こ
の
ス
ク
モ
層
の
下
に
四
〇
伽
ほ
ど
の
厚
さ
で
堆
積
し

て
お
り
、
土
質
は
礫
ま
じ
り
の
粘
上
で
、
遺
物
は
縄
文
時
代
早
期
か
ら
古
墳
時

代
後
期
に
至
る
も
の
で
あ

っ
た
。

今
回
報
告
す
る
二
点
の
木
簡
は
こ
の
上
層
の
包
含
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、

包
含
層
中
出
土
遺
物
の
最
下
限
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
共
伴
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
上
層
包
含
層
で
は
木
簡
以
外
に
、
斎
串
が
六
〇
点
以
上
、
直
径

一
ｍ
を
測

る
精
円
形
の
曲
物
二
点
、
建
築
部
材
な
ど
の
木
製
品
や
、
稲
東
な
ど
が
良
好
な

状
態
で
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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ω
は
本
来
、
木
槌
等
の
柄
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
、
断
面
が
上
端
部
で
長
方

形
と
な
り
、
下
端
部
に
向
う
に
し
た
が
っ
て
円
形
と
な
る
。
上
端
部
に
は
粗
い

削
り
込
み
が
表
裏
両
面
よ
り
施
さ
れ
、
先
端
に
向

っ
て
尖
り
、
下
端
部
は
ま
る

く
お
さ
め
て
い
る
。
両
端
部
に
少
し
焼
け
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
文
字
は
三

面
に
記
さ
れ
て
お
り
、
達
筆
で
あ
る
。
裏
面
の
文
字
は
中
央
の
二
文
字
が
表
面

と
同
方
向
で
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て
下
端
部
か
ら
上
端
部
に
向

っ
て
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
表
面
と
同
方
向
で
記
さ
れ
た
二
文
字
は
異
筆
で
あ
る
。
左
側
面
に

記
さ
れ
た
文
字
も
一異
面
同
様
、
下
端
部
か
ら
上
端
部
に
向
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
と
し
て
は
同
じ
文
字
が
連
書
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
習
書
木
簡
と
見
ら

れ
る
。
な
お

「得
」
「是
」
「衆
」
な
ど
の
文
字
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
習
書
の

手
本
と
し
て
仏
典
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
点
は
〇
三
二
型
式
の
木
簡
の
形
態
を
有
す
る

０
解
×
心
×
ｅ
。
表
裏

両
面
に
草
書
状
の
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
文
字
に
は
な
ら
な
い
。

用
途
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
な
ら
し
に
用
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

玄Ｏ
。こ

の
よ
う
な
二
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
筑
摩
佃
遺
跡
で
は
あ
る
が
、
今
回
の

調
査
で
は
縄
文
を
弥
生
時
代
の
地
構
が
検
出
さ
れ
た
だ
け
で
、
木
簡
の
時
期
に

相
当
す
る
奈
良
時
代
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
遺
跡
の
性
格

に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
い
が
、
出
上
し
た
包
含
層
が
湖
辺
の
植
物
腐
蝕
上
で

あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
頃
は
周
辺
が
低
湿
地
で
あ
り
、
木
簡
も
流
れ
て

来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
周
辺
に
目
を
向
け
る
と
、
南
方
三
Ｏ
Ｏ

ｍ
に
位
置
す
る
下
定
使
遺
跡
で

は
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
、

「飯
」
「穴
太
日
」
「富
」
な

ど
の
墨
書
土
器
や
円
面
硯
、
木
履
、
下
駄
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
筑
摩
佃
遺
跡
の
東
に
隣
接
す
る
菌
華
寺
遺
跡
か
ら
は
奈
良
時
代
の
布
目
瓦

や
須
恵
器
が
出
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
南
西

一
色
の
地
点
に
位
置
す
る
筑
摩
胡

岸
遺
跡
は
、
宮
内
省
大
膳
職

（後
に
内
膳
司
へ
移
管
）
に
所
属
す
る
筑
摩
御
厨
跡

に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
墨
書
土
器
、
緑
釉
、
風
字
硯
や
刀
子
、
神
功
開
宝
な
ど

が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
筑
摩
御
厨
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
に
在
地
豪
族
の

息
長
氏
が
御
厨
長
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
低
湿
地
で
あ

っ
た
筑
摩
佃
遺
跡
周
辺
に
は
、
御
厨
に
関
連
す
る
施
設
や
、
そ
こ
に
出
仕
す
る

官
人

。
在
地
豪
族
の
居
宅
な
ど
が
点
在
し
て
い
た
可
能
性
を
含
め
、
今
後
の
検

討
に
待
ち
た
い
。

（中
井
　
均
）


